
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

  本年度の定期自己評価を実施します｡今回の評価の中心は､昨年度の目標の中で､唯一                                   

  達成できなかった､電気使用量が中心となります｡今年の環境影響評価でも､著しい環境影響 

  項目の一番目に特定されるなど､社員の評価が高く､今年も環境目標の一番目に掲げられて 

  います｡評価員の厳しい観察があるものと思います｡それと､コロナ感染の問題で､一時休止や 

  延期が続いていた､環境行事が再開されています｡当社も８月に実施される環境フェアに参加 

  予定です｡とわいえ､以前とは違った支援活動が提起され､柔軟な姿勢が求められています｡ 

                                                                             昨年度の環境フェアの様子ビューホテルで開催されました → 

 一回目の美化活動終了しました                                        

    一回目の美化活動､天気の影響で延期等ありましたが､無事終了しました｡ 大変お疲れ様 

  でした｡今回の話題の中心は､何といっても古タイヤ騒動でしょう｡重いのに回収していただいた 

 方をほめたい気持です。でも、一応のルールがあって、不法投棄されたものは証拠写真を撮って 

 申請することになっています。私に言わせれば､皆さんが回収してきたもの､すべて不法投棄です｡  

   その全部を写真撮影することはナンセンスだと思っています｡これからも､気にせず､美化活動の 

    時は､回収お願いします｡でも､重いものなど無理をせず､ケガのないように注意してください｡                                                                                                                   

   エアコン温度設定の協力お願いします       

         暑い季節はエアコンが大活躍します｡夏の設定温度は２８℃が目安です｡難しいのは､人に 

       よって暑いとう感覚にズレがあることです｡自分は涼しいと思い止めようとすると､別の人から 

      暑いと文句がでるなど難しいところです｡特に暑さが気になる人は､涼しい服装を心がけて 

       ください｡夕方になって涼しくなったら､積極的にエアコンの調整をお願いします｡帰宅する３０分      

       前にはエアコンを止めましょう｡構内放送で､エアコンの温度設定調整を促す放送があった場合は 

   是非､協力をお願いします｡ サイトによりセンサーを取り付けているフロアも温度設定にご協力ください｡ 

環境コラム ｢冷蔵庫はなぜ冷える？｣                  

     夏になると 活躍するのが冷蔵庫です｡どこのご家庭にも１台､もしかすると２台？必需品です｡  

   当然､電気代もばかになりません｡この時期､電気代がかさむのはエアコンと冷蔵庫が主役です｡         

   少しでも節約するために､冷蔵庫のこと､理解しておきましょう｡昔の冷蔵庫は､後ろ側に熱交換 

   装置がむき出しでついていましたので､壁から離して置くことが常識でした｡ 今は､内蔵されて 

   いますから壁から離す必要はありません｡ ボディを使って放熱するタイプでは､天井板に物を 

   乗せたりすることで効率が落ちる場合があります｡一番の手段は､冷蔵室にできるだけ空間を 

   作って使いましょう｡全体の７割が限度と言われています｡逆に冷凍室は満杯でも大丈夫です｡ 

   保冷剤がたくさん入ったクラーバックを想像してください｡できるだけ開けないことも重要です｡   

最高責任者のコメント   ｢置き配｣について考える 

    宅配などトラック運転者の過労が話題になっている｡働き方改革の改善策として実施されたが､ 

各方面から戸惑いの声が聞こえている｡当社には直接関係のない問題ではあるが､社会活動として､

見過ごせないと考えている｡環境を広義で捉えれば､過剰なサービスによるしわ寄せが､労働者に 

  害を与え､無駄な燃料費がかさみ､荷物の盗難など治安にも影響を与えている｡社員の中にも､不便を 

  感じた人がいると思う｡会社としても､環境活動の一環として､会社が社員に変わって荷物を受け取る 

  システムを検討している｡具体的な方策は､別途示すが､環境改善の一助となるよう､議論を深めて 

実現を目指したいと思う｡ 

  ２０２３年度環境目標達成状況         

今月の環境目標は､ 

電気使用量が未達でしたが 

累計目標で達成できました｡ 

 

 


